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センター試験数学の難点は２時間かけるべき良質の問題を１時間で解かせることにある。数学の

試験というよりスピード競争である。点数は正規分布に近くなろうが、高校の数学がスピード重視

となり、じっくり考えることが軽視されないかが心配である。我々は、仕方なく試験対策として手

際よい高速法を指導することになる。母校G県 T高で、数学の話をした。その時、高速手法の一つ

としてこれを紹介したら、ベクトル分野が苦手だという生徒が「感動しました。」と言ってくれた。

最近、塾や他の進学校に本校秘伝の「通分スカート法」が拡がってしまっていると聞いたこともあ

って一気に公開することにした。もし入学試験で出題があれば５分程時間短縮が可能となる。証明

を考えることも高校生のおもしろい課題になる。チェバの定理、メネラウスの定理の応用である。 

 

 

 

 

    

    

    



通分通分通分通分スカートスカートスカートスカート法法法法のののの適用適用適用適用されるされるされるされる問題問題問題問題    

三角形 ABCの ABの２：５の内分点をD、ACの７：４の内分点を Eとするとき、BEと CDの交

点を P、直線 APと BCの交点を Fとする。 

次次次次のののの問題問題問題問題にににに答答答答えよえよえよえよ。。。。    

１．AP:PFの比を示せ。 

２．BF:FCの比を示せ。 

３．⊿PBC：⊿PCA：⊿PABの比を示せ。 

４．BP：PEの比を示せ。 

５．CP：PDの比を示せ。 

６．比の値 BP／BEを示せ。 

７．比の値 CP／CDを示せ。 

８．比の値 AP／AFを示せ。 

通分通分通分通分スカートスカートスカートスカート法法法法によるによるによるによる解法解法解法解法    

①比を通分のように倍比する。（約分、倍分というように 2：3を 4：6にすることを倍比。） 

２：５ と ７：４ を  ２×４：５×４  と ７×５：４×５ 

すなわち ８：２０ と ３５：２０ にする。 

②頂点 Aさんのスカートと言いながらDB、PQ、ECに、数値２０をスカートの襞（ひだ） 

と考えて書き込む。 

③頂点 Bさんのスカートのひだは DA、PE、QCであるが、数値はDAの８である。 

これを書き込む。 

④頂点 Cさんのスカートのひだは EA、PD、QBである。数値は EAの３５である。 

これを書き込む。 

⑤通分後の分数の足し算と考えて、（両脇の分数の足し算と考えて分子の和を求める。） 

APには AD の数値 8と AEの数値 35の和 43が書き込まれることになる。 

⑥同様に 分数の足し算（分子だけの足し算）を実行する。 BPについては 20＋35で 55 

⑦同様に CPについては 20＋8で 28となる。 

１．  43：20 

２．  35：8 

３．⊿PBCは ⊿ABCの 20／（43+20）＝20／63 

⊿PCAは ⊿ABCの 8／（55+8）＝8／63 

⊿PABは ⊿ABCの 35／（28+35）＝35／63 

よってこれらの比は 20：8：35 

理由に納得がいったら数値を読み取るだけでも良い。 

４．55：8 約比は不要  

５．28：35 約比を実行 4：5 

６． 全体（55＋8）における部分 55の比の値 55／63 

７． 全体（28＋35）における部分 28の比の値 4／9 

８． 全体（43＋20） における部分 43の比の値 43／63 


